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 岡山県の乳牛頭数も１万頭を突破，集約酪農地域は

勿論その他の地域においても酪農が伸びてきている。

乳牛を飼うため自給飼料を得るのに草をつくること

に関心が深まってきたことは何よりよろこばしいこ

とである。蒜山の二川地区のように急傾斜地を切り開

いて堂々としてグリンベルトの緑地帯を築きあげて

いる。 

 オーストラリアの酪農は恵まれた気候と広い土地

をもっている関係でもあるが濃厚飼料にたよらず草

で飼うことに徹しており日本の酪農家に見られるよ

うに濃厚飼料を多くやって少しでも多く搾りたいと

いった考えは毛頭もっていない。 

 農事試験場でも草の試験研究を大きくとりあげて

おりビクトリア州農事試験場では多年生牧草の混播

について試験を行っていた。 

 混播牧草として 

ライグラス          12ポンド 

オーチャード       ５～６ポンド 

ホワイトクローバー    １～２ポンド 

ストロウベリークローバー １／４ポンド 

等に重点をおいている。 

 プライヤーグラス（２～３ポンド）（１エーカー当）

は冬期に成長するものとして価値があるとされてい

る。又余り肥えていない土壌にはサブタレニアンクロ

ーバーを播けば土地を肥やすしホワイトクローバー

の最もよい条件をつくるという結果がでている。 

散水（灌漑）量と回数の試験 

撒   水 ﾚｲｸﾞﾗｽ ｵｰﾁｬｰﾄﾞ ﾎﾜｲﾄｸﾛｰﾊﾞ ｻﾌﾞﾀﾗﾆｱﾝ 

３インチの水６回  7.9 26.7 38.2 14.2 

４  〃  ６回  5.1 18.5 60.6 10.9 

５  〃  ６回  6.4 17.4 55.9 16.6 

６  〃  ６回 10.9 14.4 64.5  8.8 

６  〃  ５回  7.8 21.7 45.4 16.2 

６  〃  ４回  9.4 18.7 27.7 31.4 

６  〃  ３回  8.9 16.7 24.7 33.4 

３  〃  ８回  7.5 15.3 62.5 11.0 

 散水と肥料試験の結果 

① 肥料として過燐酸塩はどの肥料よりも又配合肥

料よりも優っている。 

② 灌漑した牧草は非常によくでき過燐酸塩を施し

た区は高い平均収穫を得ている。 

③ 燐酸塩を施さず窒素や加里肥料をやったものは

無肥料区よりよい結果がでていない。 

牧草については無灌漑草地の改良。採食試験（ブロッ

ク交替採食）。採食移動能力等についても試験調査を

行っている。 

 

Ａ区  10日対 放牧地５日採食さし  ５日休む 

Ｂ区  20日対    ５日  〃   15日〃 

Ｃ区  30日対    ５日  〃   25日〃 

Ｄ区  40日対    ５日  〃   35日〃 

 

 

 「オーストラリアの共進会」シドニーで行われたオ

ーストラリアの共進会の規模は想像以上の大きなも

のであった。羊を除いた肉牛，乳牛，豚，馬，犬等の

出品家畜で常設設備の実に広大な建物で周囲は高い

壁でかこまれ入口は大野球場の入口と同じで，場内に 

夜間照明のできるけい駕用コースとスタンドもある
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といった豪盛さである。畜舎は鉄骨づくりで房も通路

もゆったりとしているし，審査場は各家畜別に数多く

つくられ美事な芝生でできている。 

共進会の期間は３月23日から４月３日までの12日

間という長い共進会でオーストラリア農民に（町の人

の見物も多い）とって何物にもかえがたい楽しみとし

ている行事である。畜産共進会に附随して果物等の農

産物各州別審査も行われその他馬術大会，農機具，家

具類，花等の展示，フランス館，陸海軍館，子供の遊

覧場等博覧会的な催を兼ね銀行，郵便局，電話局の出

張あり，家族連れでゆっくり共進会を楽しんでいた。

入場料は５シル（200円）であったが今までにない最

高の人出であった。（場外で競馬の開催（レーシング

及トロッテング）ボクシング等も行っている。） 

 出品家畜の種類は数多く出され見本市場の感じが

した。乳牛＝イラワラショートホーン，乳用ショート

ホーン。レッドポール。ホルスタイン。エアーシャー。

ジャージーゲルンジー 

 肉牛＝肉用ショートホーン ヘレホード。アバーデ

ンアンガス。デボン。 

 犬＝ケルピー コリー コツスパニール。 

 馬＝アラブ。サラブレット。アングロアラブ。その

他 

 豚＝タムワース。大・中ヨークシャーバークシャー。

エセックス。その他 

 

 審査は審査員３名補助２名位で６～７頭位を牽運

動（円型）を行い，これが終れば整列さし青，赤，白，

黄のテープを頸にたらし，１，２，３，４と等級をつ

け無ぞうさに見えるがなごやかな中に厳粛さを保っ

ていた。チャンピオンを更に優良牛の中から選抜され

巾広のテープを頸にかけられる。場内にせり市場も幾

つかあり審査の終った肉牛は次々と売れてゆく。せり

は日本と同様せり太夫が一段高台に２尺棒をもって

高声にせりあげる。この市場に入るにも入場料金を支

払される。オーストラリア人にとって乳，肉は貴重な

食糧である関係非常に関心が深い一流新聞も大部分

を共進会記事にさいているのを見ても国の一大行事

であることが伺がわれる。緬羊共進会について２ヶ月

後単独に行われることになっていた。 


